
建設現場における
先端ICT活用の最新動向

2016/02/26
建築のITセミナー

（一社）日本建設業連合会 IT推進部会
スマートデバイス専門部会



© JAPAN FEDERATION of CONSTRUCTION CONTRACTORSスマートデバイス活用の最新動向

平成２７年度の活動にあたり

 これまで3年間スマートデバイスを中心に導入事例の紹介や、最新動向の
調査、アンケート等を実施してきた。

 各社のスマートデバイスの導入が進み、目新しい技術も少なくなってき
ていることから、今年度より以下の内容を加えた活動を行った。

スマートデバイス関連

- 導入事例や、最新動向の調査、利用アンケートは継続

現場における先端ICT活用の調査

- ウェアラブル端末、ドローン、建設ロボット、位置情報取得（ビーコン）、
ビッグデータなど

現場におけるワークスタイルの変革

- ICTの利活用術、導入後の運用（工夫している点などの紹介）

P.2

平成28年度より専門部会名を「先端ICT活用」に改称し活動する予定
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Ⅰ．スマートデバイス利用に関する
アンケート調査報告

P.3
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調査項目

P.4

1.導入･取組み状況
 導入のあり･なし(予定含む)
 導入台数(現在および今後の予定)

 現場の社員が利用している割合

(各社全導入台数に対しての比率)
 導入判断基準

 OS･デバイスのサイズ･通信方式

 MDM導入状況･アプリやクラウドサービスの利用制限

2.利用シーンなど
 利用用途

 現場でのファイル共有について･ファイルサーバへの編集方法について

 Office(エクセル･ワード･パワーポイント等)データの利用方法について
 標準アクセサリの選定状況

3.課題･導入阻害要因･導入決定要因など
 BYODについて

 デバイスの性能等に関する課題
 懸念事項(利用しない理由)

 導入決定の要因

 導入効果や成果が得られたこと･得られなかったケース
 タブレット端末への導入期待度について

調査対象
回収率
調査方法
調査時期

:スマートデバイス専門部会参加企業13社
:100%
:メールによる配布と回収･ヒアリング
:2015年11月
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1.導入･取組み状況-1

P.5

↑計画あり(次年度以降)-7.7％(1社)

利用中(部分適用を含む)
92.3％
(12社)

2015年度

年々｢利用中｣が増加
試験的導入から本格運用へ移行している様子

■全般的な取組み状況

↑試験導入･評価中-7.7％

計画あり
(次年度以降)

15.4％

利用中(部分適用を含む)
76.9％

2014年度

試験導入･評価中
41.7％

計画あり
(次年度以降)

16.6％

利用中(部分適用を含む)
41.7％

2013年度
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1.導入･取組み状況-2

P.6

■現在利用している台数(｢利用中｣と回答した会社を対象)

101〜500台
41.7％

(5社)

501台以上
50.0％

(6社)

50台まで
20%

51～100台
20%

101～500台
40%

501台以上
20%

50台まで

9.1%
101～500台まで

45.5%
501台以上

36.3%

2015年度

年々｢利用台数｣が増加
確実にスマートデバイス利用は浸透してきている

2014年度-11社回答

2013年度-5社回答

51
〜100台

8.3％

(1社)

51～100台
9.1%
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1.導入･取組み状況-3

P.7

0 1 2 3

0～10％

11～20％

21～30％

31～40％

41～50％

51～60％

61～70％

71～80％

81～90％

91～100％
[社]

スマートデバイスの内外勤利用比率は企業によって様々

■現場の社員が利用している台数(各社全導入台数に対しての比率)



© JAPAN FEDERATION of CONSTRUCTION CONTRACTORSスマートデバイス活用の最新動向

2.導入する際の判断基準/MDM/デバイスのサイズ統制

P.8

■スマートデバイスを導入する際の判断基準

利用部門の許可+情報システム部門の審査
53.8％ (7社)

利用部門の許可
46.2％ (6社)

利用部門と情報システム部門のダブルチェックがほぼ半数

■MDM導入状況

MDMは｢導入していて当然｣の状況

導入済100％
(13社)

■デバイスのサイズ統制について

ユーザが選択
84.6％ (11社)

10インチ前後で統一 15.4％(2社)↓

利用者意見を優先している会社が多い

ユーザ選択派
 業務によって使い易い画面サイズが違う。
 携帯性を重視し7インチ(iPad mini)を推奨。
 以前は10インチ(iPad)で統一していたが、

7インチ(iPad mini)の要望が増えた。

10インチ前後統一派
 図面参照での利用が多い。
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3.導入OS/OSバージョン統制

P.9

統制(統一)がほぼ半数

利用者まかせ
46.2％

(6社)

統制(統一)している
53.8％

(7社)

■スマートデバイスのOSバージョンの統制について

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

Windows

Android

iOS

■導入しているスマートデバイスのOS(複数回答あり)

[社]

iOSは全ての会社で導入されている
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4.通信方式

P.10

より高いセキュリティ方式を選ぶ会社が多い

WPA2パーソナル
44.4％

(4社)

WPA2エンタープライズ
55.6％

(5社)

■採用しているスマートデバイスの通信方式(複数回答あり)

■WiFiのセキュリティ方式

通信料金のプラン多様化に伴いLTE(4G)を全ての会社で採用

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

WiFi+WiFiルータ

WiFi+現場内無線LAN

LTE(4G)/3G

[社]
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特に制限していない
69.2％
(9社)

ブラックリスト方式
30.8％
(3社)

5.アプリの利用制限

P.11

特に制限していない
69.2％

(9社)

ブラックリスト方式
30.8％

(4社)

ホワイトリスト方式 7.7％(1社)↑

2015年度

2014年度

制限していない理由
 利用者ニーズ把握のため。利用者の声により推奨アプリ数を増やしたい。
 コミュニケーションの道具として日常的に使用することに力点を置いている。
 アプリは日々新しいものが生まれており、ブラックリストやホワイトリストの運用では

フォローしきれない(アプリの特定が困難)。MDMの収集結果をもとに問題アプリは注意
喚起する方が現実的。

 積極的活用を促すため。業務に必要なものは検証してほしい(MDMで随時監視)。

ブラックリスト方式採用の理由
 セキュリティリスクのあるアプリがあるため。

禁止アプリ
コミュニケーション(SNS)アプリ、個人情報を社外へ流出する危険性があるアプリ(連絡帳デ
ータ参照系アプリ)、パソコンで利用を禁止している社外サービスのアプリ、リモートデスク
トップ機能を持つアプリ、業務に関係無いゲームアプリ等。
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特に制限していない
46.2％
(6社)

ブラックリスト方式
23.1％
(3社)

6.クラウドサービスの利用制限

P.12

特に制限していない
25.0％
(3社)

ブラックリスト方式
16.7％
(2社)

2015年度

2014年度

制限していない理由
 スマートデバイスの積極的な活用を促すため。
 各種サービスを見極めている段階。

ホワイトリスト方式およびブラックリスト方式採用の理由
 情報システム部門による審査・許可制。
 情報漏洩リスク・セキュリティ上の問題。

許可:Office365(OneDrive for Business),iCloud,会社指定のクラウドサービス
禁止:Dropbox,Googleドライブ,OneDrive,Box等の無料クラウドサービス

ホワイトリスト方式
23.1％
(3社)

禁止
7.7％
(1社)

ホワイトリスト方式
41.6％
(5社)

禁止
16.7％
(2社)

アプリは制限をせず積極的活用を促す傾向がある。
クラウドサービスは許可制が主流になりつつある。
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7.利用用途

P.13

電子書籍的な利用や写真を含めた検査記録としての利用が多い

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

計測システム利用

検査システム(設備)利用

その他システム利用

安全管理系システム利用

写真管理システム利用

プレゼンテーション

検査システム(仕上)利用

検査システム(躯体)利用

デジタルカメラの代わり

資料閲覧

図面閲覧

※複数回答あり

[社]



© JAPAN FEDERATION of CONSTRUCTION CONTRACTORSスマートデバイス活用の最新動向

0 1 2 3 4 5 6 7

他のoffice系アプリを利用している

Office365を法人利用している

OneDriveforBusinessを利用

8.ファイル共有･Office系アプリについて

P.14

■現場でのファイル共有について

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

クラウドサービスを利用している

作業所内にあるファイルサーバを利用している

事業所(支店等)のファイルサーバを利用している
[社]

0 1 2 3 4 5 6

タブレットからは閲覧のみで利用している

編集(読み書き)可能な状態で利用している

閲覧領域と、編集領域と分けた状態で利用している

クラウドサービスでの共有･互換性の関連から閲覧の利用が多い

■現場でのファイルサーバへの編集方法について

■Office(エクセル･ワード･パワーポイント等)の利用方法について

[社]

[社]

※複数回答あり
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9.標準アクセサリの選定状況

P.15

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

その他

キャリングポーチ

スタイラスペン

画面保護シート

防水ケース

現場環境を考慮して端末自体を保護するアクセサリについて
標準を決めている会社が多い

※複数回答あり

[社]
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10.BYODについて

P.16

セキュリティ
84.6%
(11社)

様子見
38.5％

(5社)

実施方向で検討中
15.4%

(2社)

導入済
38.5％

(5社)

様子見
61.5％
(8社)

実施方向で検討中
15.4%
(2社)

2014年度

2015年度

■BYODの実施状況

■BYODの課題(阻害要因)

導入済
23.1%
(3社)

2014年度

2015年度

未回答
15.4%

(2社)

セキュリティ
61.5％
(8社)

人事制度
7.7%
(1社)

未回答
15.4%
(2社)

費用負担
15.4％
(2社)

BYOD導入は半数弱に増えている
阻害要因はセキュリティに絞られてきている

未回答
7.6%
(1社)
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11.デバイスの性能等に関する課題

P.17

落下･ぶつけ･屋外での視認性と
デジタルカメラ用途での利用増加により性能悪さの意見が目立つ

0 1 2 3 4 5 6 7 8

現場利用での苦情(濡れるとタッチ操作不可)

新製品が頻繁に出過ぎる

現場利用での苦情(重さ)

現場利用での苦情(バッテリー)

故障の多さ(水濡れ)

現場利用での苦情(画面輝度)

現場利用での苦情(猛暑時にフリーズ)

カメラの性能が悪い

故障の多さ(ぶつけ,落下)

※複数回答あり

[社]
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12.取組みへの課題(利用しない理由)

P.18

導入増=利用者増によりサポート面の課題がある

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

アプリ開発のノウハウが無い

機器コスト

効果の高いアプリが無い

キッティング体制構築の負荷

通信コスト

セキュリティ構築の負荷

今後主流になるデバイスの見極め

ヘルプ体制構築の負荷

導入効果を定量的に推定(把握)しにくい

利用者教育

※複数回答あり

[社]
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13.タブレット端末への導入期待度について

P.19

職場活性化、生産性向上、
業務改善、ワークスタイル変革に対して期待されている

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

情報共有による職場活性化

生産性向上

業務プロセス改善

ワークスタイル変革

意思決定迅速化

製品・サービス品質向上

コスト削減

イメージアップ

BCP対策

顧客満足度向上

機会損失減少

新規ビジネス開拓

売上拡大

新規顧客獲得

在庫管理効率化 [社]
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14.導入決定の要因(生の声抜粋)

P.20

作業効率や人手不足等の現状の業務における

問題点の改善が期待できる
現場での業務効率向上 ちょっとした空き時間の利用

現場～事務所の往復を少なくする
チェック・指示書等の転記作業軽減等

利用者を見て
新たな利用者が増える

という流れ

経営層からのトップダウン
費用対効果を求めると導入は難しい

ニーズは高いので

文房具の一つのような位置づけ

ICTの進化 通信環境･管理運用･セキュリティ確保等の要件がクリア

費用面からも現実に調達可能

情報を携帯する･デスクワークをオンサイトで終わらせる
コミュニケーションを行う道具として

スマートデバイスを使うことが通常化するものと判断
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15.導入企業に対して導入後のヒアリング-1

P.21

施工確認・検査後の事務所に戻ってのデスクワークを減らすことができる。

配筋等の写真撮影時の事前資料が削減でき、黒板も持参することが無く、現場への
持ち物が減り効率化が図られた。

事務所と現場の往復(図面等をとりに行く時間)を減らすことができる。事務所に戻
ることなくその場で作業指示を確実に行えるようになった。

図面の携帯と最新版管理について、クラウドサービスを活用することで運用が容易
で、利用者側もハードルも低く取り組みやすい。

添付された文書や図面もその場で確認できるので、少しの空き時間でもメールの確
認・手配等済ませることができ、迅速な対応が可能となった。

日常の打合せをクラウドを用いたシステムで行い、その入力にスマートフォンやタ
ブレット端末を利用し、業務効率化が図れた。

施主・設計定例等の打合せ時の資料提示に効果があった(印刷の必要がなく迅速に
準備できる。その場で検索して提示ができる)。

緊急時の現地確認等にビデオ通話(FaceTime)を利用することで、その場から指示
を仰ぐことができ、若手でもより迅速な対応が可能となった。

■導入効果･成果が得られたこと
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メリットに気付いたリーダ的存在がいる現場では活用が進むが、逆もあり眠ったま
まの端末もある(利用に個人差がある)。

操作に慣れるまでが大変と導入に難色を示す利用者、自分で使い方を覚えること自
体、業務が一つ増えることになり利用を控えている人がいる。

サポート体制が整わずフォローが行き届かない。利用促進アナウンス･教育･活用事
例の紹介等、呼びかけるスタッフが少なく作業所全体への浸透が出来ていない。

着工or着工準備段階から使用開始できるよう配布する。図面登録等の準備作業につ
いて、母店または外注での実施を選択できるような環境が必要。

会社として啓もう活動していく必要性と、盛り立てる雰囲気作りが課題。

外部人材や協力会社も一体で活用できるようにしないと、ファイル共有やコミュニ
ケーションツールとしての役割が薄くなる。

デバイスのカメラが使いにくい(狭いところに差し入れての撮影ができない･フラッ
シュがない･片手でデバイスを持ってシャッターを押すことが困難)。

紙を使用した方が効率的な業務や、パソコンと同様な編集作業もタブレットに置き
換えようとする利用者が多く、配布したものの使えないと判断されてしまうケース
が散見。

15.導入企業に対して導入後のヒアリング-2

■導入効果･成果が得られなかったケース
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アンケート調査のまとめ

P.23

スマートデバイス導入は｢試験導入｣から｢本格導入｣に移行して
おり、利用台数も年々増加している。また、セキュリティ対策
としては｢MDMの導入｣が当然という状況。

スマートデバイスのOSとしては、調査対象全企業がiOSを導入
しており、AndroidやWindowsも約4割の企業が導入済み。通
信方式としては、料金プランの多様化に伴いLTE(4G)が全ての
会社で採用されている。

利用制限については、アプリは制限せず積極活用を促し、クラ
ウドサービスは許可制が主流になりつつある。

サポート体制不備等により、成果を感じていないユーザも多く､
満遍なく利用推進する為の教育・啓もうが課題となっているが
、フィールド業務効率化など導入効果を実感した例も増えてお
り､職場活性化やワークスタイル変革への期待が高まっている。
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Ⅱ．導入後に顕在化しやすい
課題と対応事例

P.24
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本活動の背景

昨年度『タブレット導入ガイドブック』を発行し、導入時に検
討すべきポイントを示した。

しかし実際には、運用してみて初めて顕在化する課題も出てき
ており、各企業、創意工夫をして対応している。

今回、主なものを採りあげて、事例として紹介する。

P.25
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【事例１】 すぐに陳腐化する端末への対応は？

顕在化した課題

- 最新のiPadを導入しても約一年毎に新しい機種が販売され、既存機器が
すぐに陳腐化してしまう。そのため、古い機器がいつまでも利用者のも
とに残ってしまい、セキュリティやバッテリーに問題がある機器が利用
される可能性がある。

対応例（運用上の工夫点）

- セルラーモデルを採用し、違約金がかからないよう2年毎に最新の端末
に交換する。手元に残った古い端末はリサイクル業者に買い取ってもら
う。MDM利用や棚卸の点からも有効である。
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【事例２】 熱暴走対策

顕在化した課題

- 夏場など炎天下で利用した場合、iPad本体が高温となり警告メッセージ
が表示されフリーズする。

対応例（運用上の工夫点）

- 端末色を「白」に統一することで熱暴走発生率はかなり減る。さらに、
冷却シートを貼り付けると効果大。
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【事例３】 アプリの利用可否判断

顕在化した課題

- 利用者の判断により利便性だけで自由にアプリを導入することで、情報
漏洩やウィルス感染などセキュリティ面でのリスクが高まる。

対応例（運用上の工夫点）

- アプリの導入は、業務部門で必要性を判断して申請後、情報システム部
門でセキュリティ面からの審査（公開情報や契約書など）を行ったうえ
で許可する。例えば、『無償クラウドはセキュリティの保障が無い』と
いう前提のもと、無償クラウドを利用するアプリは禁止している。
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【事例４】 協力会社・JV構成員対応

顕在化した課題

- 作業所内で最新図面の参照をタブレット上で行う運用にしたところ、
JV構成員や協力会社からも利用要望があった。（ちなみにこのJV構成
員や協力会社は業務用のタブレットを持っていない）

対応例（運用上の工夫点）

- 2年間利用を前提とした通常の社員用タブレットに加え、利用期間に柔
軟性を持たせたレンタル用タブレットを準備。JV構成員や協力会社は
そのレンタル機で対応。 レンタル機をJV構成員や協力会社へ貸し出す
場合、管理責任は作業所の責任者が負う形とすることで、責任の所在を
明確にし、現場の自律的管理意識を高めている。
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【事例５】 暗部撮影の対応

顕在化した課題

- iPadにはストロボが無いため、暗部撮影が出来ない。

対応例（運用上の工夫点）

- iPadに一体化して取り付け可能なLEDライトを開発。

・デジカメと同程度の明るさ

・撮影に充分な照明範囲

・防水・防塵

・充電式バッテリー

P.30
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【事例６】 ヘルプデスクの体制

顕在化した課題

- 可搬性の高いタブレット端末は社外に持ち出すケースが多く、勤務時間
外に紛失するリスクがあるため、その対応として24時間365日受付可
能なデータロックサービスが必要になる。しかし社内ではそのような勤
務形態が無く実現が困難。

- パソコンとは違う面が多く、対応には専門のスキルが求められる。

対応例（運用上の工夫点）

- 機器の調達、回線の開設、キッティング、運用管理(紛失・故障)などと
絡めて、ヘルプデスクまでワンストップで対応可能な企業に業務委託。

- パソコンとタブレットで受付窓口を別にしている。
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【事例７－１】 現場での利用がなかなか進まない １/３

顕在化した課題

- 現場の声をなかなか吸い上げることができない。推進する側もタブレッ
トの有効な使い方を見出すことができない。

対応例（運用上の工夫点）

- タブレット活用に関する提案コンペを全社的に実施する。提案された
内容の中で有効だと思われるものは予算化し実現に向けて取り組む。

- タブレット配備者に対して定期的にアンケートを実施する。自由意見の
中には現場の声が詰まっている。

- よく利用している現場にインタビューし内容を水平展開する。
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【事例７－２】 現場での利用がなかなか進まない ２/３

顕在化した課題

- 現場の人が相談できる相手がヘルプデスクしかないと積極的な推進が難
しい。ＩＴと言ってもやはりヒトが大事なためなんとかしたい。

対応例（運用上の工夫点）

- 各店の生産系内勤者を推進担当者として配備し、現場からの対応窓口と
して機能させる。普段からＩＴに積極的な人にするとより効果的。

- 推進担当者には形式だけでも良いので辞令交付を行いモチベーションア
ップに繋げる。

- タブレットの説明会などで現場を巡回する。１回だけでなく何回かフォ
ローアップ研修を行うと現場も有効に利用できるようになってくる。
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【事例７－３】 現場での利用がなかなか進まない ３/３

顕在化した課題

- タブレットをどのぐらい利用しているのか見える化が難しい。利用状況
の把握は推進する上でも重要な指標になる。また、取得したログをどの
ように有効利用したら良いかがわからない。

対応例（運用上の工夫点）

- タブレットを使用した通信は全て一箇所を通るようなインフラを整備す
ることで全ての通信ログを取得可能にする。

- アプリ毎に利用率を算出しランク付けを行う。平均ランクが高い現場、
低い現場それぞれで傾向を見る事が出来る。

- 良く利用している人、全く利用していない人といった両極端な人にヒア
リングを実施する。
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Ⅲ．ハードウェア、ソフトウェア、
サービスの最新動向

P.35
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ウエアラブル端末「MOVERIO」

P.36

iOS
android

Windows

見たい情報が視界にあると、仕事は変わる。
スマートヘッドセット、誕生。

New

１ 遠隔地と結んだ作業支援 遠隔地のオペレーター・熟練者と結び、現場状況をリアルタイムに
共有し、作業支援を受ける事が可能

２ 現場での作業支援 作業対象を見ながら、必要な指示、手順を重ね合わせる事が可能
３ 位置情報を活用した作業支援 高精度センサーにより作業員の位置情報を検知し、作業支援が可能

作業効率向上

作業品質向上

生産性向上

ハンズフリー
作業者のスキル差を解消

画像・情報の的確な作業指示
作業者のスキル差を解消
作業者位置情報の活用

早期解決によるダウンタイム圧縮
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遠隔映像共有サービス 「Optimal Second Sight」

P.37

■映像コミュニケーションツール（スマートデバイスによる映像、音声共有）

現場の
リアルタイム映像を転送

映像と音声を通じて
業務指示・確認

現 場
事務所

支店・本社
所長

ベテラン社員
現場担当者

現場のスマートデバイスを活用し、遠く離れた事務所・支店の所長・ベテラン社員へ映像を転送。
事務所・支店は現場のリアルタイムな状況を把握し、作業指示・確認することができます。

＜導入効果＞
・電話では伝わりにくい現場状況報告やトラブル発生時に活用。出張コストとトラブル対応時間を削減
・映像はスマートデバイスに残らないので安心。現場画像の転用・流出対策に
・映像を通して熟練技術者の技術を継承、現場の人材育成に貢献

タブレット・スマートフォン

ウェアラブル
デバイス

Optimal Second Sight
中継サーバー

右に回って
ください

iOS
android

Windows
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電子黒板「蔵衛門Pad」

黒板とデジカメがひとつになった工事専用タブレット

• 写真管理ソフト「蔵衛門御用達」と連携し、
工種や撮影場所別に自動で振り分けられた
台帳が作成されます。

• 電子黒板に入力した文字情報は、自動で台帳
に挿入されます。

• 撮影プレビュー画面を見ながら、指先で電子
黒板を自由に配置できます。

• 電子黒板は26種類のテンプレートがあり、柱、
梁、壁、スラブの形状、寸法や主筋の位置図
など配筋に特化した黒板などがあります。

• LEDフラッシュライトを搭載しているため、
暗い場所での撮影が可能です。

• 3倍まで拡大することができるデジタルズーム
を搭載しています。

• 突然の雨や埃の多い工事現場などでも使える
IPX5/IPX8の防水とIP5Xの防塵に対応して
います。

P.38
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デジタル野帳「eYACHO」

建設現場で多くの方に使われている「野帳」をデジタル化

 建設フォームをカスタマイズでき帳票作成が用意

 表計算ができるスプレッドシートの埋め込み

 日付、ToDoリスト、重要度などによるノートの検索

 音声録音、手書き文字変換機能等

P.39

「紙」から「デジタル」へ

iOS
android

Windows
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音声認識技術「AmiVoice®スーパーインスペクター」

P.40

■利用の流れ ■メリット

話
す

デ
ー
タ
転
送

帳
票
出
力

音声認識技術

AmiVoice
• 検査記録時間の短縮
• 作業時の携行品を削減
• データ化による事務

処理作業の効率化
• データ化による

ノウハウの蓄積

■高性能マイクの併用

• 音声認識に特化
• 100dBの騒音下でも

人の声を認識

AmiVoice® Front WT01

iOS
android

Windows
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検査システム「建築・設備 施工チェックシステム」

紙のムダを削減！ 現場でチェックしたら基本作業は終了！

P.41

◆建築現場における通常検査： （現場内にて）検査シートに手書き。
（事務所にて）業者数×部屋数のコピー、業者ごとに蛍光ペン（夜間作業）
⇒翌朝、業者に是正指示書を渡す。

◆このシステムでの検査： （現場内にて）タブレットの図面表示を見て部
屋をタップし、不具合箇所入力。部位、仕上、内容、業者も素早い入力が可能。必要に

応じて写真を撮影（内蔵カメラのほか、デジカメで撮影した画像も取込 できます。）

（事務所にて）帳票をエクセル出力し、プリントアウト。
⇒その日の夕方、業者に指示書を渡す。

建築工事の内装仕上げ検査など
設備工事の自主検査、機能検査、
竣工検査など

対 象 業 務

■帳票は標準で６種類
①住戸別標準検査シート
②住戸別写真台帳
③業者別標準検査シート
④業者別是正前写真
⑤業者別不具合リスト
⑥全不具合リスト

不具合の入力チェックリストと図面 各種帳票の自動作成

Windowsタブレット

iOS
android

Windows
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ファイルサーバアクセスアプリ「Gate4Mobile」

iPadから直接、社内ファイルサーバに接続、フ
ァイル閲覧・書き込み業務が可能となります

P.42

 ファイルサーバ閲覧機能
 既存共有フォルダ内のファイルに簡単にアクセス
 ファイルパスからダイレクトアクセスも可能
 閲覧したファイルのファイルパスも取得可能

ファイルサーバへアップロード機能
 iPadカメラで撮った写真をUP
 他のアプリからで受け取ったファイルをUP

PDFファイルへ手書き機能（準備中）
 会議資料にメモ書き
 メモしたファイルを元のファイルサーバへ保存

 セキュリティに配慮した管理機能
 ダウンロードキャッシュの暗号化
 AD/LDAP連携
 特定ファイルのみの閲覧制限
 ダウンロード禁止、他アプリ連携禁止など
 操作ログの完全取得
 Pinコード設定

ファイルパス（場所）もかんたん取得

ブックマーク機能

iOS
android

Windows
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搬入・揚重スケジュール管理「DandALL」

P.43

段取り調整の手間を削減して生産性UP

クラウドサーバ

2.入力、確認
予定表印刷
（職員）

・いつでもどこでも入力・確認! 最新スケジュールを共有!

・入力項目のカスタマイズ可能! 紙の予定表も出力可能! 

・端末認証でID,PW不要!端末を選ばない！(iOS、Android対応)

・予定をスムーズに集計・調整可能！職長会議の資料作成を効率化！

クラウド

汎用性

かんたん

予定詳細画面（web）

予定表（XLS）

予定を調整して

職員が確定！

調整中か確定か
一目瞭然！

予定一覧画面（web）

効率化

予定入力画面
(スマートデバイス）

1.予定入力
（職長）

職長が予定を
各自で入力！

3.最新予
定確認

紙でもスマートデバイス
でも予定確認可能！

予定確認画面
(スマートデバイス）

iOS
android

Windows



© JAPAN FEDERATION of CONSTRUCTION CONTRACTORSスマートデバイス活用の最新動向

クラウド型図面共有サービス 「TerioCloud」

建設現場で抱える様々な運用課題

煩雑な図面を紛失
したら大問題

大量紙図面の
持ち歩きが面倒

現場で撮影した
写真の整理が大変

大量の紙図面から
探すのが手間

?
?

セキュア通信と
データ暗号化で安心

SSL

高精度にCAD変換
スマートに持ち運び

見たい図面に
高速アクセス

履歴

Excel写真帳出力で
ラクラク報告

タブレット端末で運用改善

P.44

ＴｅｒｉｏＣｌｏｕｄは、建設現場向けのクラウド型図面共有サービスです。

電子図面をタブレット端末で活用でき、短時間でスマートに情報共有や報告書作成が行えます。

iOS
android

Windows
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産廃管理における現場支援システム

P.45

産廃管理者
現場名

■無管理状態である建設現場で発生する産業廃棄物を分別管理し、
再資源化率を高める事で『環境にやさしい現場』にする為のシステム

産廃ヤードに分別指導員を配置し、分別指導と共に、現場支援システムの入った
iPadで、どこの会社が、いつ、何の産業廃棄物を、どの位出したのかを管理。

大規模オフィスビル物件混合廃棄物排出量実績値2.1kg/m2 ※参考目標値8kg/m2以下

必要に応じ帳票出力
(会社毎・月別等)

サーバーでデータ管理し、

○○建設

○○建設

ドラムロールにより
選択・入力

・業者名
・資材名
・詳細資材名
・数量
写真撮影や、
手書きサインも可能 iPad画面イメージ

iOS
android

Windows
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Ⅳ．先端ICTの活用

P.46
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建築現場におけるドローンの活用

 土木現場での利用実績

- ドローンによる空撮画像データを三次元の位置情報
を持つ「点群データ」に変換し3Dモデルを作成
→ 過去の点群データと比較して土量の増減を算出
三次元CADによる土工量算出手法と精度は変わらない

 建築現場での利用実績

- 空撮の事例はあるが、施工管理での利用はこれから

 建築現場でドローンを飛行させる際の障害

- GPSが届かない都心部や屋内での飛行ができない
→ トタールステーションのレーザーでドローンを追尾し

機体の位置を正確に把握
→ カメラによる画像解析機能により機体の位置を把握

- 外壁など建物に近接して飛行するため衝突の可能性あり
→ ドローンに搭載したレーザーにより得られた情報を元に

SLAM(Simultaneous Localization And Mapping)による
3Dマップをリアルタイムで作成し障害物を回避

→ 超音波センサーにより障害物を検知し回避

P.47

点群データから生成したオルソ画像
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IoT（モノのインターネット)およびビッグデータの建設業への応用

P.48

×抽出
データベース

分析・
シミュレーション

/情報化

リアルタイム監視

有効活用
（フィードバック）

データ
蓄積・管理

データ
収集

位置情報データ

構造解析データ

作業員データ

気付き

知識

・
・

ビッグデータ利活用プラットフォーム

お客様

新たな知の発見

目的

課題

※1 Key Performance Indicators (重要業績評価指標）

Q:品質 C:コスト
D:工期 S:安全
E:環境

目標(KPI※１）

「ビッグデータ利活用プラットフォーム」による現場データの分析

お客様の行動データ 店員の行動データ

ヒューマンビッグデータ

1.7倍に上昇顧客滞在時間

15%アップ顧客単価

店員を高感度スポットに配置

人工知能

企業データ ×
POSデータなど

店舗 地点A

店員

高感度スポット
発見

＜活用事例：ホームセンターにおける人流分析＞〜店員を最適な位置に配置するだけで顧客単価が向上〜

ビックデータ利活用の概念図
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建設業におけるIoT、クラウドサービス、ビックデータの活用例

 他産業ではIoTやクラウドサービス、ビックデータの活用が盛んに行われ
ているが、建設業界では活用事例が少ない。

 ビル管理に応用した竹中工務店の「ビルコミュニケーション ren®」

- 建物内の空調や照明、セキュリティや防災、各種センシングなどの設備システ
ムをネットワークでつなげ、そこで交わされる情報をクラウドで統合するプラ
ットフォーム
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先端事例



ご清聴ありがとうございました

安藤・間 清水 充子
大林組 堀内 英行
奥村組 吉原 宏和
鹿島建設 高橋 健一
熊谷組 山口 紘平
鴻池組 橋本 諭
鴻池組 藤原 光弥
清水建設 武井 英明

清水建設 野村 裕一
大成建設 中谷 晃治
竹中工務店 中島 貴春
東急建設 平井 康博
戸田建設 内藤 明徳
フジタ 山本 新吾
前田建設工業 佐藤 圭一

（社名五十音順）

ＩＴ推進部会 スマートデバイス専門部会




